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まえ 力 《さ 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 財団法人 自転車 産 
業 振興 協会 (JBPI) 及び 財団法人 日 本 規格 協会 (JSA) か ら ， 工業 様 準 原案 を 具し て 日本工業規格 を 改正す ベ き 
との 申出が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， JISD 9401:2005 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 

こ の 規格 は ， 著作権法で 保護 対象 となって いる 著作物で あ る 。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許 
権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 及び 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責 
任 はもたない。 
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自転車 一 フレーム 
Frame— Assemblv for bicycles 



序文 

この 規格 は， 1963 年に 制定され， その後 10 回の 改正 を 経て 今日に 至ってい る。 前回の 改正 は 2005 年に 
行われた が， 電動 アシス ト 自転車 及び カーボンファイバー 製の フレームに 対応す るた めに 改正した。 
な お， 対応 国際規格 は 現時点で 制定 されて いない。 

1 適用 範囲 

この 規格 は， JIS D 9111 に 規定す る 一般 用 自転車， 幼児 用 自転車 及び 電動 アシス ト 自転車に 用いる フ レ 
ーム （以下， フレーム という。） について 規定す る。 この 規格 は， 電動 アシスト 自転車の うち 三輪車に 用い 
る フレームに は 適用し ない。 ただし， 電動 アシスト 自転車の うち 三輪車の フレーム 強度に ついては， 必要 
な ジグを 用いて この 規格で 規定 す る 試験 方 法 を 準用しても よい。 

なお， フレームの 揺動 （スイング） 機構 を もつ もの は， 揺動 部 を 固定した 状態で 各 試験 を 行う。 



2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

JIS B 0205-1 一般 用 メートル ねじ— 第 1 部： 基準 山形 
一般 用メー ト ル ねじ 一 第 2 部 ： 全体 系 

一般 用 メートル ねじ 一 第 3 部 ： ねじ 部品 用に 選択した サイズ 
一般 用メー ト ル ねじ 一 第 4 部： 基準 寸法 
一般 用メー ト ル ねじ 一公 差— 第 1 部 ： 原則 及び 基礎 データ 

一般 用 メートル ねじ 一 公差 一 第 2 部 ： 一般 用 おね じ 及びめ ねじの 許容 限界 寸法 一中 （は 



JIS B 0205-2 
JIS B 0205-3 
J1S B 0205-4 
JIS B 0209-1 

JIS B 0209-2 

め あい 区分） 
J1S B 0209-3 —般 用 メ - 

自転車ね じ 



ト ル ねじ 一公 差 一 第 3 部 ： 構造体 用ね じ の 寸法 許容 差 



JISB 1501 
JIS D 0202 
JIS D 9101 
J1S D 9111 
J1S D 9402 
J1S D 9418 
JIS H 8617 



転がり 軸 受-鐧 球 
自動車 部品の 塗 膜 通則 
自転車 用語 

自転車 一分 類 及び 諸元 
自転車 一前 ホーク 

自 転 車 —フリー ホイ 一 ル 及び 小 ギ ャ 
ニッケル めつ き 及び 二 ッケ ルーク ロムめ つき 



著作 橱 法に よ り jwt での 複 m <Bt 等 は 禁止 さ れて お り ま す。 
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J1SZ2245 ロック ゥヱル 硬さ 試験 一 試験 方法 
3 用語 及び 定義 

この 規格で 用いる 主な 用語 及び 定義 は， JISD9101 による ほ 力、， 次に よる。 

3.1 

フレーム 体中 心 面 

ヘッド パイプ， 上 パイプ， 立 パイプ 及び 下 パイプ， 又は これらに 相当す る 部材の 中心 線に よって 作られ 
る 平面。 ただし， 実用 上 は， ヘッド パイプ 両端に おける 内径の 中心， 及び ハン ガ 接合 部に 近い 立 パイプ 若 
し く は 下 パイ プ 又は これらに 相当す る 部分の 中心点の 一つに よって 作られる 平面 を フレーム 体中 心 面と み 
なす。 
3.2 

フレーム サイズ 

ク ランク 軸の 中心から 立 パイ プ 又は 立 パイ プに 相当す る パイ プの 上端までの 距離 （図 1 参照）。 
3.3 

フレーム 部品 

へッ ド 部品， ハン ガ 部品 及び シート 部品の 総称。 
3.4 

剛体 ホーク 

フ レーム 体に 装着す る 剛性の 高い 試験 用 前 ホーク。 



4 構成 及び 種類 
4,1 構成 

フレーム は， フレーム 体， 前 ホーク 及び フレーム 部品に よって 構成し， 図 1 及び 表 1 に 示す。 




図 1 —フレームの 構成 



著作 廳法 により での »1， 轘戴 t は 禁止され ております。 
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4.2 種類 

フレームの 種、 m は， 適用す る 自転車の 分類， 用途 及び 形状に よって 区分し， 次に よる。 

a) 適用す る 自転車の 分類 及び 用途に よる 区分 適用す る 自転車の 分類 及び 用途に よる 区分 は， 表 2 によ 

る。 



表 2 — 適用す る 自転車の 分類 及び 用途に よる 区分 



分類 


用途 


車種 


一般 用 自転車 


大人 車 用 


スポーツ 車 

(マウンテン バイ ク 類形 車 を 含む。） 


シティ 車 


コ ン パク ト車 


実用 車 


子供 車 用 


子供 車 


幼児 用 自転: 小： 


幼児 車 用 


幼児 車 


電動 アシス ト 自転車 


大人 車 用 


スポーツ 車 

(マウンテン バイ ク 類形 車 を 含む。） 


シティ 車 


コンパ ク ト車 


実用 車 



b) 形状に よる 区分 形状に よる 区分 は， ダイヤモンド 形 及び ダイヤモンド 形 以外の ものの 2 種類と し， 
その 例 を 表 3 に 示す。 



警 fMt 法に より «i での an WW は 禁止され ております。 
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表 3 — フレームの 形状 

形状 f フレーム 形状の 例 



ダイヤモンド 形 



ダイヤモンド 形 
以外の もの 




ス タツ ガード 形 パラレル 形 ミキ スト 形 




ダブル ルーフ 形 ルーフ 形 ベ ルソー 形 




L 形 



5 部品 名称 

フレーム 体の 部品 名称 を， 図 19 に 示す。 

なお， 前 ホークの 部品 名称 は， JISD 9402 による。 ヘッド 部品， ハン ガ 部品 及び シート 部品の 部品 名称 
は， 図 20 〜図 22 による。 

6 構造 

6.1 フレーム 

フレームの 構造 は， 次に よる。 

a) フレーム 体の パイプ 及び ラグ， フレームの パイプ 相互， 必要に応じて 付設す る 取 付 金具な ど は， ろう 
付け， 溶接， その他の 方法に よって， 確実に 接合して いなければ ならない。 

b) 左右の 後つ めの 車輪 取 付 部 は， フレーム 体中 心 面に 対して 平行で なければ ならない。 

C) どろよけ 及び キヤ リバ ブレーキ を 取り付ける フレーム 体の 取 付 穴の 中心 線 は， フ レーム 体中 心 面 上に 



著 機 法に よ り での 襄觀， raw は 禁止 されて おります。 
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なければ ならない。 

d) ハン ガ 右わん のね じ は， 左 ねじとす る。 ただし， 回り 止めが ある 構造の もの は， 右 ねじとしても 差し 
支えない。 

e) クランク 軸 は， フ レーム 体中 心 面に 直角に 取り付けられて いなければ ならない。 

なお， クランク 軸の 右側 軸 端 部の 半径 方向の 振れ は， 0.5 mm 以下で なければ ならない。 
シート ポスト は， シート ピンな どで 締め付けた ときに 確実に 固定 " でき， また， シート ピンな ど を 緩 

めて 固定 を 解除 したと きに 容易 に 上下で き る 構造で な ければ な ら ない。 

注 "確実に 固定" と は， 使用が 想定され る サドル を 取り付けた とき， JIS 1)9301 又は JISD 9302 

の サドルの 固定 性能 に 規定され ている のと 同様の 方法で サドルに 力 を 加えた ときに， シート 
ポス ト と フレームとの 間に 動きが 生じない こ と をい う。 

g) へッ ド部 及び ハン ガ 部の 回転 部分 は， がた がな く 円滑で なければ ならない。 

h) フレームに は， めっき， 塗装， その他 適切な 表面 処理が 施されて いなければ ならない。 ただし， 耐食 
性 材料 を 使用した もの は， この 限りで ない。 

6.2 折り畳み 及び 分割 機構 フ レ一ム 

フレームの 折り畳み 及び 分割 機構 は， 次に よる。 
a) クイック レリ ーズ 装置な ど を 使用した フ レームの 締付け 金具 は， 多重 機構 2) に よって 確実に 固定で き， 
走行 中に 緩み 又 は がた が 生 じて はならない。 
注 2) 2 動作 以上の 操作で 解除され る 機構。 
6.3 前 ホーク 

前 ホークの 構造 及び 形状 は， JISD9402 に 規定す る もの， 又は これと 品質が 同等 以上の ものと する。 
6.4 フレーム 部品 

フレーム 部品の 構造 は， 次に よる。 

a) クランク 軸 左右の 角 テーパ 面の 位相差 は， それぞれ 2。 以下で なければ ならない。 

b) フレーム 部品に 鋼 球 を 使用 するとき は， J1SB1501 に 規定す る もの 又は J1SD9418 の 附属 書 B (自転 
車 用 炭素鋼 球） による。 

なお， 鋼 球 保持 器 を 使用 するとき は， 鋼 球の 機能 を 阻害せ ず， かつ， 組 込 部分の 回転が 円滑で なけ 
れ ばなら ない。 

7 性能 

7.1 フレーム 

7.1.1 フレームの 耐久性 

フレーム は， 9.1.1 a) の 耐振性 試験 及び 9.1.1b) の 疲労 試験 を 行った とき， フレーム 各部に 破損， 著しい 変 
形 又は ゆがみ を 生じて はならない。 

なお， カーボンファイバー 製の フレーム は， 9.1.1 b) の 疲労 試験 を 行った とき， 9.1.1 b) 6) で 力 (F) を 加え 
た 箇所に おける 試験 中の た わみ 量の 最大値が， 初期値より 20% 以上 増加して はならない。 
7.1.2 耐 衝撃 性 又は エネルギー 吸収 性 

フ レーム は， 9 丄 2 a) の 質量 落下 衝撃 試験 又は 9.1.2 b) の エネルギー 吸収 試験 を 行った と き， 車軸 間 距離の 
永久 変形 量が 40mm (幼児 車 用 フレーム は 20mm) 以下で， 力、 つ， その他 フレーム 各部に 著しい 破損 を 生 
じて はならない。 

なお， エネルギー 吸収 試験で エネルギー を 吸収させる と きの 力の 最大値 は 880N 以上と する。 



著作 «^ に よ り wr での 観囅, 転 霞 專は囊 止 さ れて おります。 
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7.1.3 耐 前倒し 衝撃 性 

大人 車 用 フレーム， 子供 車 用 フレーム 及び 幼児 車 用 フレームの 耐 前倒し 衝'' ；ゃ 1 生 は， 9.1Ja) の 前倒し 衝撃 
試験 を 行った とき， フレームの 各部に 著しい 破損が あって はならない。 マウンテン バイク 類形 車 用 フレー 
ムの耐 前倒し 衝撃 性 は， 9 丄 31)) の マウンテン バイク 類形 車の フレーム 前倒し 衝撃 試験 を 行った とき， フレ 
一 ム の 各部に 著 し い 破損が あ つて はならない。 また， 車軸 間 距離の 永久 変形 量が 60 mm 以下で な ければ な 

ら ない。 

7.2 フレーム 部品 
7.2.1 へッ ド 部品の 強度 

上わん， 下わん 及び 下 玉 押し は， 直径の 両端に 力 を 静かに 加えて 内径 を 3 o/o 圧縮した とき， 破壊して は 
ならない。 

7.2.2 八ンガ 部品の 強度 

クランク 軸 は， 9.2.1 の 試験 を 行った とき， 破 断 力 は 20 kN 以上であって， そのと きの 力 (kN) と 中央の た 
わ み (mm) との 積 は， 30 N • m 以上で な け れ ばな ら ない。 

なお， クランク 軸が 電動 アシス ト 自 転 車の 駆動 補助 装置の 一部 となって いる 場合に は 適用し ない。 
7.2.3 へッ ド 部品 及び 八ンガ 部品の 玉 当たり 部の 硬さ 

ヘッド 部品 及び ハン ガ 部品の 玉 当たり 部の 硬さ は， 9.2.2 によって 試験 を 行った とき， 表 4 の 規定に 適合 
しなければ ならない。 



表 4 一へ ッ ド 部品 及び 八ンガ 部品の 玉 当たり 部の 硬さ 



部品 


硬さ 


上わん， 下わん， 上玉 押し， 下 玉 押し 


73 HRA 以上 


ハン ガ 右わん， ハン ガ 左わん 


77 HRA 以上 


ク ランク 軸 


52 HRC 以上 



7.2.4 シート ポストの 強度 

シート ボス トは， 9.3.1 又は 9 丄 2 によって 試験 を 行った とき， 破損 又は 目に 見える き 裂が あって はなら 

ない。 

なお， マウンテン バイ ク 類形 車 用の コンビネーション ビラ 一は 9.3.2 によって 試験す る。 
8 寸法 

フレーム 及び フレーム 部品の 各部の 寸法 は， 図 19 〜図 22 による ほ 力、， 次に よる。 
なお， 許容 差の 記入の ない 寸法 は 推奨 寸法 を 示す。 
8.1 フレーム 

a) 立 パイプ 又は 立 パイプに 相当す る パイプ 上端の 中心点の， フレーム 体中 心 面からの ずれ は， 2 mm 以 
下で なければ ならない。 

b) 後つ め 部内 側 間隔の 振 分 中心の， フレーム 体中 心 面からの ずれ は， 3nim 以下で なければ ならない。 

C) チヱ一 ンステ 一の プリ ッジ から 後方 50 mm の 箇所 又は リムが 通過す る 箇所に おける 内側 間隔の 振 分 
中心 は， フレーム 体中 心 面から 2 誦] の 範囲に なければ ならず， また， t>) の 後つ め 部内 側 間隔の 振 分 
中心の 位置との ずれ は， 1.5 mm 以下で なければ ならない。 

d) 左右の 後つ めの 溝の ずれ は， フレーム 体中 心 面に 対し 直角 方向から 見て 平行 面 上で 測定した とき， 溝 
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の ずれ は 1 mm 以下で なければ ならない （図 2 參 照）。 

単位 mm 




図 2 — 左右の 後つ めの 溝の ずれ 



e) ねじ は， JISB0225 の 規定に よる。 また， JIS B 0205-l〜JIS B 0205-4 の 規定に よるね じ を 用いても よ 
い。 そ の 許容 限界 寸法 及び 公差 は， JIS B 0209-i〜JIS B 0209-3 に 規定す る 公差 域ク ラ ス 6H/6g 以上 と 
する。 

8.2 フレーム 部品 

ク ラ ンク 軸の 振れ は， 9.2.3 によって 測定した と き， ゲージ 外周の 縦 振れ 及び ゲージ 外側 面の 中心から 25 
nam の 箇所に おける 横 振れ は， それぞれ 0.3 mm 以下で なければ ならない。 

9 試験 方法 

9.1 フレームの 強度 試験 

9.1.1 フレームの 耐久性 試験 

a) 耐振性 試験 耐振性 試験 は， 次に よる。 

1) フレーム は， 図 3 のよう に 前後 車輪の 接地 点が 水平に な るよう な 姿勢 となる よう 振動 台に 取 り 付け 
て， 表 5 に 示す 試験 条件で 鉛直 方向の 上下 振動 を 与え 試験 を 行う。 

な お ， 前車軸 部 は 前後 方向に 自由 に 移動で きる よう に 保持す る 。 

2) フレームと 組み合わされる シート ボス トを 使用し， シート ボス トを はめ 合わせ 限界 標識の 位置に 固 
定 する。 シー ト 部への おもり は， 図 4 に 示す ような， く ら形 おも り 受け 台 を シート ポス 卜に 固定し， 
つり 金具に 円形のお もり を 左右に 振り分け てつり 下げ， おもり 受け 台， つり 金具 及びお もりの 合計 
を 質量と する。 おもり 受け 台 は， シート ポストの 上端から 中心 線 上 20mm 下方の 位置で， 締付け 金 
具 を 用いて シー トポス トに 固定す る。 コンビネーション ピ ラー を 使用す る フレーム では 同じ 長さの 
一本 ポストに 換えて， 試験 を 行っても よい。 左右のお もり を 連結す る 棒が， バッテリー などに 接触 
する 場合に は， 連結 棒 を 外して 試験 を 行う。 

3) ハン ガ 部への おも り は， 円形のお も り を 左右に 振り分けて ハン ガ 部に 固定す る。 

なお， おもり を 取り付ける おもり 受け 台 は， 2kg 以下の 質量と する。 

4) ヘッド 部への おもり は， 図 5 に 示す ような 金具 を 用いて， おもり をお もり 受け 台 （おもり 受け 台 は 
0.5 kg 以下の 質量と する。） の 下 面と 止め ナットの 上面との すき 間が なくなる 位置に 固定す る。 ハン 
ド ルス テムが ス テム だけの 構造で， ホークス テム を 外側から クランプ する 構造の もの を 使用す るフ 
レームで は， ホークス テム 上端に 取り付けた おも り を ホークス テム を 外側から クランプ する ジグ又 
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は ハン ド ルス テムに よって 固定して 試験 を 行う。 

5) 振動 周波数 は， 5〜12 Hz の 範囲で 共振 周波数 を 避け， 任意に 選択す る。 

6) 電動 ァシ スト 自 転 車 用 の フレーム は， 表 5 の 試験 条件で フ レ ーム 体に 装着す る ノくッ テリ 一， 駆動 部， 
制御 部な ど は， 実際に フレーム に加える 質量 負荷と して， 実際に 取り付ける 場所へ 現物 又は それと 
同等のお もり を 取り付ける。 このと き， バッテリー, 駆動 部 及び 制御 部 自体 は耐振 性の 評価 対象外 
とする。 また， 電動 アシスト 自転車 用の フレームで 駆動 部の ハウジング などが フレームの 一部 を 兼 
ねる 場合に は， ハウジング など を 付けた 状態で 試験 を 行う。 

おもり おもり 




図 3 — フレームの 耐振性 試験 



表 5 —フ レームの 耐振性 試験 条件 



フ レームの 種類 


おもり （質 


盧リ kg 


振動 
周波数 
Hz 


加振 部の 
加速度 
m/s2 


加振 回数 
回 


へッ ド部 


シート 部 


ハン ガ部 


計 


大人 車 


ダイヤモンド 形 




50 


20 


75 


5〜12 


19.6 


100 000 


ダイヤモンド 形 
以外の もの 


45 


15 


65 


17.6 


70 000 


子供 車 


40 


10 


55 


幼児 車 


30 


10 


45 


15.7 


40 000 


マウンテン バイク 類形 車 


10 


50 


25 


85 


22.0 


150 000 
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b) 疲労 試験 

1) フレーム は 前 ホークが ヘッド 部で 回転で きる 状態に し， 図 6 のように 試験機の 上に 固定す る。 後ハ 
ブ軸は 回転で きる 状態に して， 組み合わされる 車輪の 半径 7?vv±30 mm の 長さ を もつ 支柱の 上部に 

固定す る。 

なお， その 支柱の 下部 支持 点 は， 球面 ジョイント によって 全 方向に 回転で きる ものと する。 前ハ 
ブ軸は 回転で きる 状態に して， 2) の 状態 となる よう 固定す る。 

2) フレーム は， 前後 ハブ 軸の 位置が 水平になる ように 取り付ける。 ただし， 前後の 車輪 径の 呼びが 異 
なる 設計の フレーム では， それぞれの 車輪の 接地 点が 水平になる よう に 取り付けて 試験 を 行う。 

3) 前 ホーク は， へッ ド 部の 高さが 変わらな いような 剛体 ホークに 変えて 試験 を 行っても よい。 

なお， 前 ホークで 試験した 場合の 前 ホークの 破損 は， 疲労 試験の 評価 対象外と する。 

4) クランク は ノヽン ガ 部で 自由に 回転で き る 試験 用 クランク 軸に 取 り 付 け た ブー メラン 形 アダプタ （図 
7) に 置き換える。 左右の アダプタ は 下げ 角が 45° 土 2。 になる ように 固定す る。 試 馬 黄 用 クランク 軸 
か ら 試験 用 ぺ ダル 軸 までの 長さ は， 組み合わされる クランクと 同じ 長さに 調整す る。 

5) ブー メ ラ ン形 アダプタ は， 大 ギヤの 代わりの レバー アーム 及び チェーンの 代わりの コネ ク ティ ング 
口 ッ ド によって 固定され る。 コネ タティ ン グロ ッ ドは試 I 食用 クランク 軸の 中心から 75 mm 上と 後ハ 
ブ 軸との 間に 取り付ける。 コネ ク ティング ロッドが フレームに 接触す る 場合に は， わん 曲した コネ 
ク ティ ン グロ ッ ドを 使用しても よい。 

6) フレームの 内側に 7.5。 ±0.5。 だけ 傾けて， 下方に 850 N (子供 車 用 及び 幼児 車 用の フレーム では 
500 N) の 力 (F) を 100 000 回 加える。 

なお， 力 は フレーム 体中 心 面から 150 mm±1.5 mm の 位置で， 左右の 試験 用 ペダル 軸に 交互に 加 
え る。 
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7) カーボンファイバー 製の フレーム は， 試験 中に おいて， 上記 6) で 力 (F) を 加えた 箇所 におけるた わみ 
量 を 調べる。 

8) 電動 ァ シ スト 自転車 用の フレーム で 駆動 部 の ハウジング などが フレームの 一部 を 兼ねる 場合に は， 
ハウ ジン グな ど を 付けた 状態で 試験 を 行 う 。 



単位 



A 




LHJ J/ ゴっ ノ r 

図 6— フレーム 疲労 試験 




単位 



コネ ク ティング 
ロッ ド 




図 7— ブーメラン 形 アダプタの 一例 



9.1.2 耐 衝撃 性 又は エネルギー 吸収 性 

a) 質量 落下 衝撃 試験 フレームの 質量 落下 衝撃 試験 は， 質量 1kg 以下の 軽量 ローラ を 前 ホークに 取り付 
け， 図 8 のように フレーム を 鉛直に 保ち， 固定 台に 後車 軸で 固定し， 質量 22.5kg のお もり を 180mm 
(幼児 車 用 は 50mm) の 高さから 前後 車軸の 中心点 を 結ぶ 線に 沿って， 前車軸 部の 軽量 ローラ と 衝突 
する ように 錯直 落下 させ， 試験 前後の 車軸 間 距離 を 測定し， 永久 変形 量 を 求める。 

なお， 上 パイプが 着脱 式 又は 可動 式の フレーム 体の もの は， 上 パイプ を 取り外し， 又は 下側へ 取り 
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付 け た 状態 で 行 う。 電動 アシスト 自 転 車 用 フレームで 駆動 部の ハウ ジ ン グ などが フレームの 一部 を 兼 
ね る 場合 に は， ハウ ジン グな ど を 付 け た 状態で 試験 を 行 う 。 

単 mm 

0150 





図 8 —フ レームの 質量 落下 衝撃 試験 



b) エネルギー 吸収 試験 エネルギー 吸収 試験 は， 質量 1kg 以下の 軽量 ローラ を 前 ホークに 取り付け， 図 
9 のように フレーム を 鉛直に 保ち， 固定 台に 後車 軸で 固定し， 前車軸 部の 軽量 ローラに 後車 軸 方向に 
力 を 加えて 40 J (幼児 車 用 は 11 J) の エネルギー を 吸収 させ， 試験 前後の 車軸 間 距離 を 測定し， 永久 
変形 量 を 求める。 また， この間に 加えた 力の 最大値 を 測定す る。 

電動 アシスト 自 転 車 用 の フレーム で 駆動 部の ハ ゥ ジ ン グな どが フレーム の 一部 を 兼ね る 場合に は， 
ハウ ジン グな ど を 付 け た 状態で 試験 を 行う。 




軽量 口- 



囀^お ベ « 



8¥« 
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\ 後車 軸 部の 固定 台 
図 9 ーフ レームの エネルギー 吸収 試験 

9.1.3 耐 前倒し 衝撃 性 

a) 前倒し 衝撃 試験 9.1.2 a) 又は 9 丄 2 b) の 試験に 用いた フレームに， 軽量 ローラ を 組み付け て， 図 10 の 
よ う に フレームが 後車 軸 部 を 中心に して 鉛直 面 上で 回転で きる よ う に 取 付け 台に 装着す る。 次に， 前 
ホーク を 前後 車軸が 水平になる ように 平らな 金 床で 支え， 質量 70kg (幼児 車 用 は 質量 30 kg) のお も 
り （おもり 及びお もり 受け 台の 形状' 寸法の 一例 を 図 11 に 示す。） を， おもりの 重心が 立 パイプ 上端 
か ら 立 パイ プ 中心 線の 延長 上 75 mm の 位置に あ る 状態で 固定す る 。 
なお， おもり 受け 台 は 質量 2kg 以下と する。 

電動 アシスト 自転車 用 フレーム は， フレーム 体に 装着す る バッテリー， 駆動 部， 制御 部な ど は， 実 
ミに フレーム に 加 え る 質量 負荷 として， 実際に 取 り 付ける 場所へ 現物 又は それと 同等の おもり を 取り 
付ける。 このと き， バッテリー， 駆動 部 及び 制御 部 自体 は 前倒し 衝撃 試験の 評価 対象外と する。 また， 
電動 アシスト 自転車 用の フレーム で 駆動 部 の ハウジング などが フレームの 一部 を 兼ねる 場合 に は， ハ 
ゥ ジン グな ど を 付けた 状態で 試験 を 行う。 

この 状態で， 前 ホークの 先端 を 落下 高さ 300 mm (ダイヤモンド 形 以外の 大人 車 用 フレーム， 子供 
車 用 及び 幼児 車 用 の フレーム では 250 mm) まで 引き起こし， 金 床上に 2 回 繰り返し 落下 させた とき， 
各部の 著しい 破損の 有無 を 調べる。 また， おもりの 重心が 後車 軸の 鉛直線 上に 達した 場合に は， その 
高さと する。 
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後車 軸 鉛直線 おもり 



最大め 55 



単位 




図 10 — フレームの 前倒し 衝撃 試験 
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おもり 70 kg (幼児 用 は 30kg) 



や/ 



おもり 受け 台 



図 11— おもり （一例） 



b) マウンテン バイク 類形 車の フレーム 前倒し 衝撃 試験 9 丄 2 a) 又は 9 丄 2 b) の 試験に 用いた フレームに， 
軽量 ローラ を 組み付け て， 図 12 のよう に フレームが 後車 軸 部 を 中心に して 錯 直面 上で 回転で き るよう 
に 取 付け 台に 装着す る。 次に， 前 ホーク を 前後 車軸が 水平になる ように 平らな 金 床で 支え， ヘッド 部 
に 質量 5kg， ハン ガ 部に 質量 35 kg のお もり を， また， シート 部に は 質量 30 kg のお もり を， おもりの 
中心が 立 パイプ 上端から 立 パイプ 中心 線の 延長 上 75 mm の 位置に ある 状態で 固定す る （おもりの 形 
状' 寸法の 一例 を， 図 13 に 示す。）。 

なお， おもり を 取り付ける おもり 受け 台 はへ ッ ド 部が 0,5 kg 以下， シ ート部 • ハ ンガ 部が 2 kg 以下 
の 質量と する。 

電動 アシスト 自転車 用 フレーム は， フレーム 体に 装着す る バッテリー， 駆動 部， 制御 部な ど は， 実 
際に フレーム に加える 質量 負荷と して， 実際に 取り付ける 場所へ 現物 又は それと 同等のお もり を 取り 
付ける。 このと き， バッテリー， 駆動 部 及び 制御 部 自体 は， 前倒し 衝撃 試験に 含めない。 また， 電動 
アシス ト 自転車 用の フレームで 駆動 部の ハウジング などが フ レームの 一部 を 兼ねる 場合に は， ハ ウジ 
ングな ど を 付けた 状態で 試験 を 行う。 

この 状態で， 前 ホークの 先端 部 を 落下 高さ （おもりの 重心が 後車 軸の 錯 直線 上に 達した 場合に は， 
その 高さと する。） 300 mm まで 引き起こし， 金 床上に 2 回 繰り返し 落下 させた とき， 各部の 著しい 破 



狭 




著作権法 により 無断での 崔韁， 等は鎮 止されて おります。 



0150 



0245 



単位 



0250 



a) ヘッド 用 （5 kg) 



b) シート 用 （30kg) 
図 13 — お もり (一例） 



C) 八 ンガ用 （17.5kgX2) 



9.2 フレーム 部品の 強度 試験 
9.2.1 クランク 軸の 強度 試験 

クランク 軸 を 図 14 のように 力 を 加えて 折 損した ときの 破 断 力， 及び そのと きの 力 (kN) と 中央の た わみ 
(mm) との 積 を 求める。 



14 

D9401 ： 2010 

損の 有無 を 調べる。 また， 試験 前後の 車軸 間 距離 を 測定し 永久 変形 量 を 求める。 





後車 軸 



レ 



後車 軸 部 



取 付け 台 



図 12 — 



撃 

し 



床 

金 




ち 

お 



ム 

の 

1ml 

Its, 

形 

ン 

ゥ 



著作権法に よ り 無断での 複製， WWiP は 禁止 されて おります。 
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単位 





XT 



図 14 一 クランク 軸の 強度 試験 

9.2.2 ヘッド 部品 及び 八ンガ 部品の 玉 当たり 部の 硬さ 

へッ ド 部品 及び ハン ガ 部品の 玉 当たり 部の 硬さ は， J1SZ2245 に 規定す る 試験 方法に よって 測定す る。 
9.2.3 クランク 軸の 振れ 精度 

クランク 軸の 振れ は， 図 15 のように， 試験 用の ハン ガに 組み込み， ギヤ 側の 軸 端に 外径 55 mm のゲー 
ジを はめ 合わせて， ゲージ 外周の 縦 振れ 及び ゲージ 外側 面の 中心から 25 mm の 箇所に おける 横 振れ を 測定 

する。 



単位 




図 15 — クランク 軸の 振れ 



9.3 シート ポストの 疲労 試験 
9.3.1 シー トポス 卜の 疲労 試験 1 

シート ポストの 疲労 試験 1 は， 次に よって， 試験 後 破損 又は 目に 見える き 裂の 有無 を 調べる。 

a) 試験 部品 は， 完全に 組み立てられた 状態で， 自転車の シート ラグ を 摸した ジグの 中に， はめ 合わせ 限 
界 標識まで 挿入し， 通常の 締付け 金具で 固定す る。 シート ポストの 軸 は 水平に 対して， フ 3° 傾けな け 
れ ばなら ない （図 16 及び 図 17 参照）。 

b) 加振 力の 位置 及び 方向 シート ポスト は， 二 段階の 動的 力 を 受けなければ ならない。 加振 力の それ ぞ 



著 miaic よ り nw での »i rat 等 は擴止 さ れて おります。 
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c) 



れの 方向 は 図 16 及び 図 17 による。 

第一 段階で は， 垂直 下方への 反復 力 を サドルに 摸して， そして シート ポストに しっかりと 締め 付 
けた 適切な 試, 験 用 アダプタの 両端 部に， 交互に 加えなければ ならない （図 16 参照）。 

なお， その アダプタ は サドル 取 付けに 適切な その 最上 部に 固定され， かつ， アダプタの 全長の 中央 
部分が 取 付け ボルトの 位置に く るよう にしなければ ならない。 加振 力 は， 中央部 分の 前後 それぞれ 70 
mm の 位置に 加えなければ ならない。 ただし， 中央部 分から 70mm の 位置に 加振 力 を 加える こ とがで 
きない 場合， 距離との 相関関係で 調整しても よい。 取 付けに 関して， 水平 位置 を 選択で きる シート ポ 
ストの 場合， アダプタ は 最後 部に 固定し なければ ならない。 

第二 段階で は， 後方への 反復 力 を シート ボス トの 主軸に 対して 直角 方向に 加えなければ ならない。 
一本 ボス トの 場合， その カはサ ドルの 取 付け を 意図した パイ プ 部分の 中央部に 加えなければ ならな レュ。 
水平 方向に 延長 部分の ある シート ポストの 場合， その 力 は パイプの 主軸と その 延長 部分との 交点 を 通 
つて 加えなければ ならない。 

加振 力， 繰返し 回数 及び 試験 振動 周波数 加振 力 を 表 6 に 規定す る。 各 段階で， 加振 力 は それぞれ 
50 000 回 加 え な ければ な らなレ 、。ここ で 繰 返 し 回数の 1 回と は， 第一 段階での 交互の 力 を 加 える こと， 
及び 第二 段階での 単一の 力 を 加える こと を 表す。 試験 振動 周波数 は， 25 Hz を 超えて はならない。 



表 6 — 加振 条件 



材質 


加振 力 N 






鉄 系 a) 


850 


650 


非 鉄 系 


1 200 


900 



注 ろう 付け 材料， 接着剤な どの 結合 媒体の ほか は， すべて 鉄で 構成 さ 
れ ている もの。 

結合 媒体の ほかに も， 鉄 以外の 材料 を 構成 部材に 使用して いるもの， 
鉄と 非 鉄との 混合物 を 用いて いるもの も， すべて 非 鉄 系に 分類す る。 



d) 加振 力の 精度 加えられる 力 は， 規定値の 〜十 5% の 範囲 内の 精度で なければ ならない 





b) c) 
図 16 — 第一 段階の シー トポス ト 試験 



著 fWa により 集鲕 での iiM， 転載 等 は 禁止され ております。 



17 

D9401 ： 2010 



単位 mm 




a) b) c) 

図 17 — 第二 段階の シート ポス ト 試験 



9.3.2 シ一 卜 ポストの 疲労 試験 2 (コンビネーション ビラ一) 

図 18 のよう にシー ト ポス トを はめ 合わせ 限界 標識の 位置で 73。 の 角度に 固定し， サ ドル 取 付け 部に 試 
験 用 バー を 取り付けて， シート ボス トの 調整 ボルト を 30 N'm で 締め付け， 試験 用 バーの A 点 及び B 点に 
上下 方向 各 200 N の 交互の 力 を 1 Hz の 試験 振動 周波数で 200 000 回 繰り返し 加え， 破損 又は 目に 見える き 
裂の 有無 を 調べる。 

なお， 加振 力の 精度 は， 9.3.1 d) による。 



単位 



J^V] . 200 N 




図 18 — シート ポス ト 疲労 試験 2 (コ ン ビネ ーショ ン ビラ一） 



10 めっき 又は 塗装 
10.1 めっき 



著作権法 により 無断での 複製， 載 等 は 禁止され ております。 
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フ レームの めっきの 厚さ 及び 耐食 性 は， JISH 8617 に 規定す る 表 1 及び 表 2 の 3 級 以上と する。 ただし， 
かど 部， ねじ 部 及びめ つき 後 加工 を 施した 部分に は， 適用し ない。 
10.2 塗装 

塗装 を 施した 面 は， 次に よる。 

a) USD 0202 の 規定に よって， しんの 種類 F の 錯筆を 用いて 鉛筆 引つ かき 抵抗 性 試験 を 行った とき， 試 
験 面の 塗 膜 に 破れ を 生じて はならない。 

b) JIS B 1501 に 規定す る 呼び' /2 の 鋼 球 を 1 500 mm の 高さから 塗 膜 表面に 垂直に 落と したと き， その 衝 
撃 面に， はく 離， ひび 割れな ど を 生じて はならない。 

11 外観 

フレームの 外観 は， 次に よる。 

a) めっき 又は 塗装 を 施した 面に は， 著しい きず， 素地の 露出， 素地の 研磨 不良， はがれ， さび， その他 
の 著 し い 欠点が あ つて はならない。 

b) めっき 又は 塗装 を 施さない 面に は， さび， 割れ， 著しい きず， その他の 著しい 欠点が あって はなら な 

い 

C) 各部に 鋭い 先端， 著しい ばり， かえりな どが あって はならない。 

d) マーク 類 は， 打 刻 不良， 位置 ずれ， 色 むら， かすれ， その他の 著しい 欠点が あって はならない。 

12 製品の 呼び 方 

製品の 呼び 方 は， 規格 番号 又は "自転車 一 フレーム" （名称)， 自転車の 分類， 用途 又は 車種に よる。 
例 1 J1SD9401 —般 用 自転車 大人 車 用 
例 2 自転車 一 フレーム 電動 アシスト 自転車 シティ 車 

13 表示 

フレームの 表示 は， 次に よる。 

a) フレームに は， ハン ガ ラグの 下部 又は ハン ガ 部の 表面な どの 見やす い 箇所に 刻印， 転写 印刷， 銘板， 
シール を 付けるな どに よって 容易に 消えない 方法で， 次の 事項 を 表示す る。 

1) 製造業 者 名 又は その 略号 

2) 製造 年月 又は その 略号 

3) 車体 番号 

b) シート ポストに は， 容易に 消えない 方法で， フレームとの 最小 はめ 合い 長さ を 表す はめ 合わせ 限 界標 
識を 記さなければ ならない。 その 標識 は， シート ポスト 下端から ポスト 径の 2 倍 以上の 位置に あり， 
シート ポス トの 強度 を 損なって はならない。 



著作権法 により 無断での im ««« は 禁止され ております。 




a) ダイヤモンド 形 




b) ダイヤモンド 形 以外の もの 

図 19 一 フレーム 体 
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単位 mm 



番号 


部品 名称 


1 


へッ ドバイ ブ 


2 


立 パイプ 




上 パイプ 


4 


下 パイ プ 




バッ ク ホーク 


6 


チェーン ステー 




へ ッ ド ラ グ 


8 


ハン ガ ラグ 


9 


シー ト ラグ 


10 


メイン パイ プ 


11 


後つ め 



著作 櫬 法に よ り 焦 蒲での 1W, |g« 等 は 禁止 さ れて お り ま す。 
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著作権法 により 無断での 複製， は 禁止され ております。 
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単位 mm 




BCl 山 24 



3 中 ナット 



ZbCI 山 24 

上玉 押し （調整 形） 

r ' 



上わん （固定 形） 



1^3 



6 下わん 
. 027-0% 



BC1 山 24 



ヽ 



上わん (調整 形） 











j3o'+r 




>30 


+ 0.15 

、 



4 上玉 押し （固定 形） 



下 玉 押し 



2 回り 止め 座金 （バス ケッ ト ブラ ケッ 卜） 







^ 


r 


く 


\ \ \ し 








24.5 





\ や 



2 回り 止め 座金 （ランプ 掛け） 



図 20 — ヘッド 部 及び ヘッド 部品 （続き) 



[ 



や > 




回り 止め 座金 





05X め寸 



警 ffit^ により Mf での m let 等 は 禁止され ております。 



番号 


部品 名称 


J 


クランク 車 由 


ハン ガ 


2 


クランク 軸 ナツ ト 






クランク 軸 ボルト 




4 


右わん 






ケース 止め リ ング 




6 


左わん 




7 


ハン ガリ ング 






鋼 球の 呼び 1/^ 




42 又は 45 



/ 



i 



\ 



チェーン ライン 



クランク 軸 （ナツ 卜 止め 式） 2 クランク 軸 ナツ 卜 

図 21 —八 ンガ 部品 




BC1.37 山 24 左 
又は 1 7/16 山 24 左 



14 




M10X 1.25 
又は M10X1 




著作 «|1 に よ り )IWf での ^等 は 禁止 さ れて おります。 



ハン ガ ラグの 幅 


寸法 


68 


52 


70 


52 


73 


55 



1 クランク 軸 （ボルト 止め 式） 



3 クランク 軸 ボルト 



山 24 左 
又は BC1 7/16 山 24 左 



ZbCI.37 山 24 左 



Ba.37 山 24 左 
、又は BC1 7/16 山 24 左 



又は BC1 7Z16 山 24 左 



(ケース 止め 形） 
4 右わん 



な C 1.37 山 24 左 
又は BC1 7/16 山 24 左 



ケース 止め リ ング 



BC1.37 山 24 

又は BC1 7/16 山 24 



BC1,37 山 24 
又は BC1 7Z16 山 24 



6 左わん 



八ン ガリ ング 



図 21 —八 ンガ 部品 （続き） 



23 

D 9401 ： 2010 
単 lAi mm 




,M8X 1 



20 



4.5 



14、 



1.6 



15 以上 



M8X1 



つ 



21 せ f 



著作 權法 により iBir での icil, liJi^ は 禁止され ております。 
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b) コンビネーション ピ ラー 
1 シート ポスト 

図 22 —シ一 ト部 及び シート 部品 



単位 



ゆ 






部品 名 « 


5 




シート ボス ト 


シー ト 

部品 




シ一 ト ピン 


3 


シー ト ラグ 





著作権法 によ り鶬斷 での 豪籮， 轘黧等 は 禁止され てお ります。 
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M8 又は M8X1 



M8 又は M8X1 





C) 2 シー卜 ピン 



M6 M6 



せ 



d) 2 シート ピン （六角 穴 付き) 

M8 又は M8X1 



単位 



人 



14 




14 



M8 又は M8X1 




\ 





e) 2 シート ピン （レバー 付き） 
図 22— シート 部 及び シート 部品 （続き） 



参考文献 JIS D 9301 —般 用 自転車 
JIS D 9302 幼児 用 自 転 車 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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自転車 一 フレーム 
解 説 

この 解説 は， 規格に 規定 '記載した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， これに 関する 問合せ 先 は， 財団法人 
日本規格協会 である。 

1 今回までの 改正の 経緯 

この 規格 は， 1963 年 3 月 1 日に 制定され， その後， 1973 年， 1974 年， 1979 年， 1984 年， 1990 年， 1995 
年， 1997 年， 2002 年 及び 2005 年に 次に 示す 改正 を 行い， 今回の 改正に 至った。 

a) 1997 年の 改正で は， 一般 用 自転車に MTB 類形 車が 組み入れられた ことから， MTB 類形 車 を 追加して 

いる。 

b) 2002 年の 改正で は， 対応 国際規格 として ISO 4210， ISO 8098 を 明記 するとと もに， 使用 単位の SI 化 

が 図られた。 

C) 2005 年の 改正で は， 関連す る 部品 を 一つの 規格に まとめる など 合理化 を 進める 一環と して， フレーム 
が フレーム 体， 前 ホーク 及び フレーム 部品に よって 構成され る ことから， JISD 9401 (自転車 用フレ 
一 ム）， JIS D 9402 (自転車 用 前 ホーク）， J1S D 9403 (自転車— フレーム 部品） の 3 規格 を 1 規格に 統 

合した。 

しかし， その 様式の ままで は， JIS マーク 指定 商品で ある 前 ホーク 単独での 認証が できなくなる お 
それが あつたた め， 従来の J1SD 9402， JISD 9403 の 2 規格の 廃止 は 行わなかった。 
今回， 財団法人 自転車 産業 振興 協会 は， JIS 原案 作成 委員会 を 組織し， JIS 原案 を 作成した。 この J1S 原 
案 を 主務大臣 である 経済 産業 大臣に 申出し， 日本 工業 標準 調査 会で 審議 議決され， 平成 22 年 5 月 20 日付 
で 公示され た。 

2 今回の 改正の 趣旨 

今回， 新 JIS マーク 制度 を 有効 活用で きる ための 改正 を 行った。 このため， 試験 方法 をより 明確に する 
とともに， 新 JIS マーク 制度 を 有効 活用で きる よう 規格 票の 様式 を 修正し， それぞれの 部品 を 個別に 認証 
できる よう に 見直し を 進めて いた 力、 様式の 変更で はフ レームの 規格 内で 個別に 部品 認証す る こと はでき 
ない ことが 明らかになった。 そこで JIS マーク 表示の 要望が 強い "前 ホーク" について は， JISD9402 を 
引用す る 形に 戻し， "フレーム 部品" について は 従来 どおり JISD 9401 の 中で 規定した。 

3 審議 中 に 特に 問題 と な つ た 事項 

前回の 改正で 3 規格 を 統合 し た 規格 としたた め， 新 JIS マーク 制度 を 念頭に フレー ム 以外の 部品 に つい 
て 個別に 部品 認証で き るよう に 見直し を 進めて いた 力、 審議の 段階で， 様式の 変更で は フレームの 規格 内 
で 個別に 部品 認証す る こと はでき ない ことが 明らかになった。 そこで， この 規格で は，" 前 ホーク" の 規格 
を 引用す る 形に 戻し， JIS マーク 表示の 要望が 強い "前 ホーク" について は， JISD 9402 の 改正 を 実施し 
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た。 また， "フレーム 部品" について は 従来 どおり この 規格の 中で 規定し， JIS 13 9403 の 規格 は， 廃止す る 

予定で ある。 

4 適用 範囲 

J1S D 9111 の 改正で， 電動 アシス ト 自転車 を 新たに 大分 類と した ことから， JIS D 9111 に 規定す る 一般 
用 自転車， 幼児 用 自転車 及び 電動 アシスト 自転車に 用いる フレーム とした。 この 規格 は， 電動 アシスト 自 
転 車のう ち 三輪車に 用いる フレームに は 適用し ない。 ただし， 電動 アシスト 自転車の うち 三輪車の フレー 
ム 強度に ついては， 必要な ジグを 用いて この 規格で 規定す る 試験 方法 を 準用しても よい。 

5 主な 改正 点 

主な 改正 点 は， 次のと おりで ある。 

a) 構成 （4.1) フレームの 構成 区分に ついて， 図 1 及び 表 1 を 追加し， フレーム は フレーム 体， 前 ホーク 
及び フレーム 部品から 構成され， フレーム 部品 は 更にへ ッ ド 部品， ハン ガ 部品 及び シート 部品に 区分 
される こと を 明確に した。 

b) 種類 （4.2) 適用す る 自転車の 分類 及び 用途に よる 区分で は， JISD9111 に 整合した 形で 電動 アシスト 
自転車 を 追加した。 形状に よる 区分で， 従来は "ダイヤモンド 形" 及び "その他" の 2 種類と してい 
た 力 人 "その他" の 名称 を， "ダイヤモンド 形 以外の もの" に 変更した。 

C) 部品 名称 （箇条 5) 前 ホークの 部品 名称 は， JIS D 9402 を 引用す る 表現に 変更し， 前 ホークの 図 を 
削除した。 

d) フレーム （6.1) 6.1 f) の 注に" 確実に 固定と は， シート ポストと フレームとの 間の 動きが 生じない" 
こと を 追加した。 

e) 折り畳み 及び 分割 機構 フレーム （6.2) 折り畳み 及び 分割 核 構の フレーム は， 従来から 走行 中の 安全性 
を 考慮し 多重 機構と していた 力、 締付け 金具と して "クイ ック レリーズ 装置" の 文 言 を 追加し， また， 
多重 機構に ついて 注で 説明した。 

f) 前 ホーク （6.3) 前 ホークの 構造 は， JISD9402 を 引用す る 表現に 変更し， 規定 内容 を 削除した。 

g) フレームの 耐久性 （7 丄 1) フレームの 材質が カーボンファイバー 製に も 適用で きる ように， 判定 基準 
と してた わみ 量の 規定 を 追加した。 

h) 八ンガ 部品の 強度 （7.2.2) クランク 軸が 電動 アシス ト 自転車の 駆動 補助 装置の 一部と なって いる 場 
合に は 強度 規定が 適用で きないた め， 文 言 を 追加した。 

1) シート ポストの 強度 （7.2.4) 従来， シー ト ボス トは 2 種類の 試験が 規定され， いずれ かの 方法で 試験 
する よう になって いたが， マウンテン バイ ク 類形 車 用の コンビネーション ピラ 一は シート ボス トの疲 
労 試験 2 で 行う こと を 明確に した。 

j) 耐振性 試験 [9.1.1a)] コンビネーション ピ ラーで は， シート 部に おもり 受け 台 を 取り付ける ことが で 
きないた め， 一本 ポス ト に 換えて 試験が できる よ う に "コンビネーション ピ ラー を 使用す る フレーム 
では 同じ 長さの 一本 ポストに 換えて， 試験 を 行っても よい。" を 追加した。 シート 部への おもり 取 付け 
ジグの 連結す る 棒が， フレームの バッ テリ 一な どに 接触す る ことがあり， "左右のお も り を 連結す る 棒 
が， バッテリー などに 接触す る 場合に は， 連結 棒 を 外して 試 を 行う。" を 追加した。 "ハンドル ステ 
ムがス テム だけの 構造で， ホークス テム を 外側から クランプ する 構造の もの を 使用す る フレーム" で 
は， おもり 受け 台 を 使わない ため， "ホークス テム 上端に 取り付けた おも り を ホークス テム を 外側から 
クランプ する ジグ 又は ハン ド ルス テムに よって 固定して 試験 を 行う。" を 追加した。 ハン ガ部 及びへ ッ 
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ド 部のお もりの 質量 は， おもり を 取り付ける おもり 受け 台の 質量が 含まれて いるの かどう か を 明確に 
する ため， おもり 受け 台の 質量 を 規定した。 また， 電動 アシスト 自転車 用の フレームで 駆動 部の ハウ 
ジン グ などが フ レームの 一部 を 兼ねる 場合に は， ハウジング など を 付けた 状態で 試験 を 行う よ う に規 
定を 追加した。 

k) 疲労 試験 [9 丄 lb)] 小径 車 用 フレーム などで コネ タティ ン グロ ッ ドが フレームに 接触し， 固定で きな 
い ことがある ため， "わん 曲した コネ ク ティング ロッド を 使用しても よい。" を 追加した。 

"荷重" という 用語 を その 内容に 応じて "質量" 又は "力" の 概念 を 表す 用語に 改めた。 また， "振 
動 数" 又は "周波数" の 用語 を "振動 周波数" に 改めた。 

1) 耐 前倒し 衝撃 性 （9.1.3) おもり を 取り付ける おもり 受け 台の 質量 を 規定した。 

m) 製品の 呼び 方 （箇条 12) 従来， 規定して いなかつ たが， 他の 自転車に 関する 規格と 同様に 製品の 呼 

び 方 を 規定した。 

n) 表示 （箇条 13) フレームに 表示す る 位置 及び 具体的な 表示 方法の 例 を 追加した。 また， トレー サビ 
リ ティに 対応し "製造 年月 又は その 略号" 及び "車体 番号" を 表示す るよう 追加した。 



6 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 



自転車 JIS 改正 原案 作成 委員会 構成 表 



氏名 



所属 



(事務局） 



丘 


藤 


哲 


朗 


- ~ h-- _ |_- ヽ /~* 、iA r 、、え 

東, ヲ、 海洋 大学 


勝 


股 


美 代 子 


消費生活 ァ ドバイ ザ 一 


仲 


野 


禎 


孝 


独立 行政法 人 国民生活 セ ン ター 


剣 


持 


敏 




財団法人 日本 消費者 協会 




枝 


繁 


雄 


財団法人 製品 安全 協会 


皇 


山 


由紀子 


消費生活 ァ ドバイ ザ 一 


矢 


崎 




秀 


財団法人 日本 車両 検査 協会 


西 


田 




ノ Llis 


JISCBA 代表 （財団法人 日本 品質保証 機構) 


大久保 




薰 


社団法人 自転車 協会 


士 


村 


慎 




株式会社 シ マノ 


伊 


藤 


政 


博 


パナソ ニック サイクル テツ ク 株式会社 


轟 






寛 


ブ リ ヂス トンサ イク ル 株式会社 


松 


田 


俊 


和 


パナソ ニック ポリ テクノロジー 株式会社 


宮 


原 


慶 


彦 


警察庁 交通 局 


山 


下 


隆 


也 


経済 産業 省 製造 産業 局 


内 


田 


富 


雄 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


渡 


邊 


道 


彦 


財団法人 日本規格協会 




山 


勝 


弘 


財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 


遠 


藤 


秀 


幸 


財団法人 自転車 産業 振興 協会 


坪 


井 


信 


隆 


財団法人 自転車 産業 振興 協会 
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(オブザーバー） 



(事務局） 



JIS 調査 分科会 

氏名 



(第 1 作業部会） 

所属 









見 


プリ ヂス トン サイクル 株式会社 


竹 


原 




清 


パナソ ニック サイ クル テツ ク 株式会社 


明 


田 


久 


fe、 


ヤマハ 発動機 株式会社 


乾 




克 


己 


三洋 電機 株式会社 


高 


橋 


泰 


仁 


宮田 工業 株式会社 


増 


尾 




健 


株式会社 シ マノ 


神 


野 


秀 


樹 


和 泉 チュン 株式会社 


矢 


崎 




秀 


財団法人 日本 車両 検査 協会 


大久保 




薰 


社団法人 自転車 協会 


渡 


邊 


道 


彦 


財団法人 日本規格協会 


亀 


山 


勝 


弘 


財団法人 自転車 産業 振興 協会 


倉 


持 


保 


雄 


経済 産業 省 製造 産業 局 


山 


下 


龍 


夫 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


中 


野 


治 


郎 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


、土 
M 


藤 


秀 


幸 


財団法人 自転車 産業 振興 協会 



(執筆者 亀 山 勝弘） 
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白 紙 
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